
］
ナ

〔な
こ
と
」

ン
ツ
ク
協
会

〓
長
。

新
型

″
ス
で
、
関

υ
長
距
離
ド

（族
に
、
学

内か
ら
子
ど

要
請
が
出

県
教
育
委

求
め
る
な

つ
れ
た
。

は
見
え
な

が
ら
必
死

て
い
る
。

を
深
め
た

一　
安
那
）

筵
抜
き
に

え
ら
れ
な

響
エ
ク
ス

一霧
宏

社

】
ボ

ッ
ト

〕
セ
ス
自 鰊 1慕

ンヽ

圏
∂
６

▼
リ
ス
ク

「
ア
ナ
ロ
グ
世
代
の
手

法
は
リ
ス
ク
か
も
」
と
大

阪
倉
庫
協
会
の
柴
出
恒
晴

会
長
。
新
型
コ
ロ
ナ
ク
イ

ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
に

は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

利
用
と
い

っ
た
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
が
有
効
と
す
る
。

一従
来
、

顔
と
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
き
た
。
そ
れ
が

ハ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（世
界
的

な
大
流
行
）
を
増
大
さ
せ

る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い

と
は
」
　

（遠
藤
　
仁
志
）

▼
作
製

「
精
驚
機
械
科
を
出
て

い
て
ね

一
と
姫
路
合
同
貨

物
自
動
車
の
北
野
耕
司
会

長
。

①
年
ほ
ど
前
、
神
戸

高
専

（現

３
神
戸
大
学
）

の
友
人
と
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

ス
ク
で
収
納
ビ
ジ
ネ
ス
参
入

の
機
会
が
得
ら
れ
る
。

押
入

れ
産
業
と
し
て
は
拠
点
網
の

一拡
充
に
つ
な
が
り
、
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
が
住
ま
れ
る
。
協

力
し
た
物
続
企
業
に
は
、
ト

一フ
ン
ク
ル
ー
ム
の
稼
働
状
況

を
見
て
、
本
格
的
に
加
盟
す

る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
も

一「
Ｐ
ｉ
Ｏ
」
ゃ
、
鐘
外
警
拠

点

「Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ

一

の
展
開
を
一藤
速
。
ト
ラ
ン
ク

ル
ー
ム
事
業
で
も
ウ

ェ
ア
奨

約
の
導
入
を
進
め
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
上
で
本
部
が
聾
客
と

直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、

加
』鶴
中の
運
営
負
重
嫌
さ
ら

．に
馨
警

れヽ
亀

収
納
ビ
ジ
ネ
ス
に
集
味
が

あ
る
物
流
企
業
．に
と
っ
て

は
、
卜
一プ
ン
ク
ル
ー
ム
、
量

肉
・
慶
外
型
の
レ
ン
タ
ル
収

納
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
〕ン
イ
ン

ア
ッ
プ
か
ら
、
自
社
惨
ニ
ー

ズ
に
〈翼
一せ
た
摯醸
鞘彫
態
を

ジ
に
必
要
な
情
報
を
重
接
打

ち
込
め
る
サ
ー
ビ
ス
．
入
力

一選
択
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

饉
逃
す
る
鈴
木
稔
経
営
・鵜

蒔
室
長
は

一収
納
ビ
ジ
ネ
ツ

な
、
濃
量
種
の
ユ
ー
ズ
と
み

ま
く
マ
ン
チ
ン
グ
す
れ
ば
、

一
般
の
商
業
物
流
に
比
ベ
デ

も
高
い
収
益
性
が
見
込
ホ

る
。
加
盟
藩
と
し
て
で
は
カ

一く
、
拠
点
展
開
に
協
力
し
て

も
ら
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
不

事
業
参
入
の
敷
層
を
下
げ
、

興
味

・
関
心
が
あ
る
物
流
企

業
の
新
た
な
収
益
事
業
立
ち

上
げ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け

れ
ば
」
と
話
す
。

（水
谷
　
周
平
）

さ
れ
た
情
報
は
同
社
の
引

っ

越
し
業
務
基
幹
シ
ス
テ
ム

「Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」
に
取
り
込

ュ
峯れ
、
申
し
込
み
か
ら
現
地

到
着
ま
で
の
進
ち
よ
く
が
人

事
総
務
撞
当
者
に
リ
ア
ル
タ

収
納
ビ
ジ
ネ
ス
を
お
試
し

Ｔ
Ｉ

。
押
入
れ
産
業

（
本
社

で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

，
一

。
東
京
、
黒
川
久
社
長
）は
、

ト
ラ
ン
ク
ル

ー
ム
や
レ
ン

タ
ル
収
納
ス

ペ
ー
ス
と
い

っ
た

一
般
消

費
者
向
け
収

岐
阜
具
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
の

曲

霧
　
議最
彦

さ

ん

納
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
る

物
流
企
業
を
対
象
に
、
拠
点

立
ち
上
げ
か
ら
顧
客
と
の
契

約
ま
で
本
部
が

一
元
的
に
手

掛
け
、
事
業
参
入
を
サ
ポ
ー

卜
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。

「
興
味
は
あ
る
が
費
用
が

か
か
り
そ
う
」
ど
う
展
開
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い

っ
た
悩
み
を
持
つ
物
流
企

業
を
募
り
、
押
入
れ
産
業
の

居
舗
と
し
て
お
試
し
で
収
納

ビ
ジ
ネ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
て

も
ら
う
も
の
。

押入れ産業｝撫
種

．．‥．卜

．‐

・．―

・‥

コ
〆

―．
‥

…‐

……

・
ノ

４
期
８
年
務
め
た
圏

一■
金
一来
Ｒ
Ｉ
ヽ
ヽ
〓
て
ヽ
ジ
一小
〓
′
一“
■ 収

納
事
業

「お
試
し
」
で

興
味
持
つ
物
流
企
業
募
集

収納 ビジネスが リス
ク少 な く Fお試 じ」
で始 め られ る (写真
はイメ ージ )

１
９
５
６
年
２
月
５
目
生
ま
れ
、

６３
歳
。
岐
車
県
出
身
。
乃
年
明
大
商

卒
、

銀
年
エ
ス
ラ
イ
ン
ギ
フ
入
社
、
鐘
年
専
務
、
２
０
０
５
年
社
長
。
“
年

ニ
ス
ラ
イ
ン
社
長
。
∞
年
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
、
鷲
年
副
会
長
、
ね

年
５
月
２０
議
会
長
に
就
任
。

義のために

．　

新
た
な
収
益
モ

デ
ル
構
築
支
援

押
入
れ
産
業
が
ト
ラ
ン
ク

ル
ー
ム
コ
ン
テ
ナ
な
ど
収
納

機
材
の
設
営
に
か
か
る
初
期

費
用
を
全
面
的
に
負
担
し
、

稼
働
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
顧

客
探
し
や
契
約
も
手
掛
け

る
。
物
流
企
業
は
、
保
管
ス

ベ
ー
ス
の
提
供
、
出
し
入
れ

を
含
む
保
管
物
管
理
で
協
力

す
る
の
み
。

遊
休
地
や
倉
庫

の
空
き
な
ど
保
有
資
産
の
有

効
活
用
が
図
れ
、
少
な
い
り

・
ら
う
流
れ
だ
。

押
入
れ
産
業
は
近
年
、
創

業
以
来
の
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
顧
客

と
の
ゥ

ェ
ブ
契
約
、
加
盟
鷹

の
運
営
負
担
軽
減
を
両
立
す

る
レ
ン
タ
ル
収
納
ス
ペ
ー
ス

銀日
新

（本
社

磋
横
浜
市
、

は
７
月
２

日
、
法
人
海
外
引

っ
越
し
赴

任
者
向
け
に
、
引

っ
越
し
の

申
し
込
み
か
ら
下
見

。
見
積

も
り
、
赴
任
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
ま
で
を
完
全
に
リ
モ
ー

一卜
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。

新
サ
ー
ビ
ス

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」
は
、
利
用
者

が
解
時
間
８
６
５
日
、
ウ
エ

ブ
上
の
専
用
申
し
込
教
ペ
ー

新

非
接
触
で
海
外
覆
つ
越
し

業
界
に
山
積
す
る
課

題
の

一
つ
に
労
働
時
間

の
短
縮
を
挙
げ
る
。
昨

年
４
月
の
働
き
方
改
革

関
連
法
の
施
行
に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残

業
削
減
が
求
め
ら
れ
、

別
時
間
中
し
込
み
可
鍵

見
積
も
り
に
も
、
リ
モ
ー
ト
で
対
応
す
る

輸送経済新聞8月




